
当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

1コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及ぴ資本 成、企

1.差本的な考え方

企業価値の最大化による株主価値の向上のため、迅連な経営の意思決定を回るとともに、チェック提能の強化により法令の遵守と透明性の高い
軽営を実現Lていくことが当社のコーポレート・ガバナンスに関する茎本的な考え方であり、経営上の重要な課題巴Lて取り組んでおります'.

2.資本構成
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補足訣明

3.企業属性
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4.支配株主との取引等を行う際における少數株主の保護の方策に関する指針

1,646,100

稾京第一部
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5.その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

当社は、上場子会社とLて大都魚類株式会社【亜京証券取引所市場第二部上場浩宥しております.
企業集団における業務の適疋及ぴ企業集団の全体最適を確保するため、当試子会社に敢締役及び監査役を派這Lているほか、当杜の経営会
謙その他の機関において当註子会社に関する事項の審誕等を行0ておりますが、原則とLて当該子会社の経営陣の判断を尊重することとL、当
該キ会牡及び当社以外の株主その他当該子金社におけるステークホルダーの利益が、不当に損なわれることのないよう努めております。
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1.機関楕成・組織運営等に係る事項

上の意思決定

組歳形

【取締役関係】

定上の取耗役の員数

及び監督にる営管理

定上の純役の任期

取役金の歳墨

取投の人

社取翁役の選任状況

監査役設置会社

社外取締役の人数

ののコーポレート・ガバナンス体制の状況

杜弓翁の痔ーいる人唖蓋

員数の上限を定めていない

1年

牡長

17 名

会社との関係(1)1^

独立役員信指定さ

中部

簸村

選任している

由郎

北

会牡との関係についての遷択項目

本人が各項目に「現在・最近」1こおいて蝕当している場合は「0」、「過去」1こ該当Lている場合は「△」
近親者が各項目にr現在.最近」1二おいて該当Lている堤合は「.」、「過去」1こ該当している場合は「'」
上場会牡又はその子会牡の業務執行者

上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

上場会社の兄弟会社の業襄執行者

上場会社を生要な取引先とする者又はモの業務執行者

上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

上場会牡から役員報酬以外に多額の金銭モの他の財産を得ているコンサルタント、会計専門寂、法挫専門家
上場金社の主要株主〔当酸主要株主が法人である場合には,当骸法人の業務執行者)

上場金社の取引先(d、0及ぴfのいずれにも該当しないもの〕の集務執行者【本人のみ)
社外役員の相五就任の関係にある先の業務執行者(本人のみ)

上場会牡が寄付を行つている先の業務執行者(本人のみ)

その他

2名

氏名

2名

属性

他の会社の出身者

弁護士

会社との閏係(21亘亟]

;中部由郎

氏名

b l o

会社との関偏楽)
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適合項目1ε喪する補足説明
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1艦査役*娘置の詠謬塞註製
陛讐蛭凄、ぜ顔気・無.灘ヌ1

中郁由凱氏は,大東通商株式会社の代

豪取締役社長でありますが、同社は遇去
に当杜の主要株主で畠りましたが,現在
は主要抹主ではありません。

k 1

【監査役関係】

ー.-Y^ー.「一一戸一"ーーー゛ーーー"..".ー'

遍任の理由

大東通商株式会杜の代表取続役社長としての
豊富な経験と優れた見朧に基づき、牡内取楠
役とは輿なる架点からのグループ経営に関す
るご意見をいただくごとにより、当社のコーポレ
ート.ガバナンス及びグループ軽営に貢献して
いただくためであります。

また、一般株主と利益相反の生じるおモれが
罰るものとLて掲げられている亭項に骸当して
おらず、一般株主と利益相反の生じるおそれ
はないと判断し、独立役員七Lて指定しており

ます.

0

監壹投の人無部、姦一献寺雛111、

監査役、会計監査人、内部監賓部門の連携状況

監査役と会計豊査人は、当杜及びグループ会社における監査体制、監責計画、監査実施状況等についての意見交換等を目的とLて、定期連絡
会、監査立会い、モの他惰報交換を行コております.

また、監査役と内部監査郁門の間では、内部監査部門が監査役に対L、当杜及ぴグルーブ会社の内部監査を実施するに際して、その監萱方針
を峯前に確認するとともに、内部監窒の結果に関して報告するごと七Lております。

」一ー...ー,'ー、.ー.ーー.ーーー.、^^

弁謹士七しての公正・中立な立場から、社内
取諦役とは具なる麹点からのヴループ経営に
関するご意見をいただくことにより、当社のコー
ポレート・ガバナンス及ぴグループ経営に貢献
していただくためであります.

また、一般捺主と利益相反の生じるおそれが
あるものとLて掲げられている事項に該当して
おらず、一般株主と利益相反の生じるおモれ
はないと判断し,独立役員として指定しており

ます。
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社外監査役の選任状況

外監査役の数

監査役のうち独立役員作指定さ
でいる豆廷数

会社との関係ω

永弁俊行

川村融

清水裕之

兼山嘉人

選任Lている

来会牡との閏係についての選択項目
※本人が各項目に「現在・最近」1=おいて註当している場合は「0」、「過去」に註当している場合は「△」
※近親者が各項目に「現在・最近」において骸当Lている場合は「.」、「過去」に該当している場合は「'」

上場会牡又はモの子会牡の業覇執行者

上場会社又はその子会牡の非秦務執行取締役又は会計参与

上場会社の親会社の業襲執行者又は非業謡執行取締役

上場会社の親会牡の監査役

上場会社の兄弟会牡の業務執行者
上場会牡を主要ナ'取引先七する者又はその粛務執行者

上場会社の主要な取引先又はモの業務執行者

上場会社から役員報酬以外に多額の金嚴その他の財産を掲ているコンサルタント、会計専門家.法律専門家

1 上場会牡の主要株主(当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者)

j 上場会社の取引先(f、宮及びhのいずれにも該当しないもの)の柴務執行者(本人のみ)

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者(本人の御)

」上場会社が寄付を行っている先の業務執行者(本人のみ)

m その他

4名

氏名

1名

属性

他の会社の出身者

他の会社の出身者

他の会社の出身者

'認会計士

会社との関係②

J

b 1 d
金との関係(豪)

十匡hi

永井俊行

氏名
、 ゛1、了 .,

」

"独立
役頁

k

川討融

m

適含項目

永井俊行氏は、当社の主要な取引先であ
る晨林中央金庫の業務執行者として勤務
していたことが畠りまず.同金庫からは,

当杜の運転資金の貸付を受けておりま
す.

信弼ずる補足説明

'清水裕之

選任の理由

注律の要件に該当し、騒歴、人格、能力、経

験、見識等において優れた方で取締役とは独
立の立場から監査を行っていただくためであり

ます,
なお、当社と取引関係のある慶林中央金庫の
出身者であり、一般株生と利益相圧の生じる
おそれがあるものとして掲げられている事項に

該当しうるもの士Lて、独立役員としては指定L
ておりませんが、監督提関に求められる実効
性や専門性等の要素を考盧L、社外監査役と
Lて適当であると判断Lております.

川村融氏は、当社の主要な取引先である
株式会社みずほ岨行の業務執行者とLて
動莪Lていたこしがありまず。同行から

は、当社の運転資金の賞付症受けており
ます。

兼山嘉人

【独立役員関係】

法律の要件に該当L、職歴、人相、能力、軽
験、見誰等において優れた方で取締役とは独
立の立場から監査を行っていただくためであり
ます.

なお、当社と取引閏係のある株式会社みずほ
銀行の出身者であり、一般株生と利益相反の
生じるおそれがあるものとして掲げられている

事項に肢当しうるものとLて、独堂役員七して
は指定しておりませんが、監督推関に求めら
れる実効性や専門性等の要素を考盧し、牡外
監査役とLて適当であると判断しております.

清水松之氏は、当社の主要な取引先であ
る三菱UF゛信託銀行株式金社の案務執
行者とLて勤務Lていたことがありまず。

同社からは、当社の運転資金の貸付を受
けております.
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モの他独立役員に開する亭項

【インセンティブ関係】

0

雁翻^

法律の要件に該当し、職歴、人格、能力、経
験、見識等において優れた方で取翁役とは
独立の立場から豊査を行っていただくためであ

ります。
なお、当社と取引閏係のある三菱UFd信託銀
行株式会社の出身者で畠り、一般株主七利益
相反の生じるおそれがあるもの七Lて掲げられ

ている事項に骸当しうるものとLて、独立役員

1とLては指定しておりませんが、監督樋閏に求
められる実行性や専門性等の要素を考慮し、
牡外監査役として蓋当であると判断Lておりま

t。

法律の要件に該当L、職歴、人絡、能力、経

験、見識等において優れた方で取締役とは独
立の立場から監畳を行0ていただくためであり
ます.また、一般株主と利益相反の生じるおモ
れが罰るものとLτ掲げられている事項に該当

Lておらず、一般妹主と利益相反の生じるおそ

実施していない

れはないと判断し、独立役員として指定してお
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該当項目に閏する補足説明

現在は、一定程度の定額報酬をも0て各取締役に臓鵄に専念していただ(こととしておりますが、各取締役の業緩向上ヘの意歓を高める巳とも有
意蔓であり、今佳、報酬休系のあり方について検討してまいりまず.

ストッウオプショシの付与

該当項目に関する補足説明

【取締役報酬関係】

'^万艇^役慧厩^玉^
個別恕酬の聞示はしていない

者

該当項目に関する補足説明

有価証券報告書では、取続役(社外取締役を除く.)、社外役員に区分し、支給人員及び支給額を開示しております.
事業報告では、全取締役の支給人員及び支給額を開示しており、社外取続役の報酬についてぱ、括弧書きにて開示Lております.

報酬の額又はその蝉定方法の決定坊
針の,無

報酬の額又はそΦ算定方法の決定方針の開示内客

【社外取締役(社外監査役)のサポート体痢1】

社外取締役及び社外監査投に対しては、取締役会における充寅した羅論に資ずるため,取締役会の議題の内容等につき、予め取締役会事誇局
より報告することとしております.

2.業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項(現状のコーボレート・ガバナンス体制の概要)[重蚕]
0)取締役、取締役会、執行役員制度、経営会臓
提出日親在の経営体制は、社外取綿役2名を含む取締役行名であり、経営戦略の立案及ぴ業務執行の監督を行うとともに、執行役員倒度を導
入L、経営と執行を分離することにより、取締役会の監督攘能の強化を図コております.
2014年度における取締役金は臨時取紳役会を含めて18回開催きれ、平均出席牢は取締投96舶、監査役舶帖となっております.
また、迅連な経営の意思決定のため、常務以上の役付取締役及び役付執行役員で構成される経営会議を原則とLて週1回開催し、経営及び業
務執行の全般にっいて妻識を行うと巴もに、取締役金から授権された奉項について決定を行0ております.
なお、当社では、独立性の高い社外取締投2名を独立役員とLて指定しております。

なL

(2)監査役、壁査役会
当社は、監査役制度を採用Lており、提出日現在におけるモの員敷は5名(うち、4名が牡外監査役)であり、うち4名が常勤の監崟役であります.

2m4年度における監査役会は7回開催され、監査役の平均出席串は叫舶となっております.
監査投の監査括動としては、上記の取桶役会を含む重要会簾ヘの出席、当社部署長ヘのヒアリングの実施、国内外の予金社ヘの往晝、会計監
壹人からの監査結果等の聴取並びに意見交換、グループ監査役連糖会を定期的に開催する等、取締役の業務執行の妥当性,適法性につき監
査を行っております。
なお、監査役の機能強化に関する取組状況につき、当社では.独立性の高い社外監査役1名を独立役員として指定Lているほか、金融機関にお
ける甚年の軽験と豊かな知牒を有ずる牡外監査役3名を選任Lております.

(3)会計監査
当社は、会牡法に基づく会計監査人及ぴ金酷商品取引法に基づく会計監査に有限責任あずさ或査法人を起用しておりますが、同監査法人及び
同監査法人の業務執行牡員と当社との間には、特別の利害関係はありません.当社は、同監査法人との間で、金社注監査と金融樹品取引法監

査につぃて監査契約書を締結L、同契約に基づき監査報酬を支払?ております。2014年度において業鶚を執行Lた公認会計士は、文倉辰永、開
内啓行、猪俣雅弘の3名であり、監窒業袈に係る補助者ぱ公認会計士村名、モの他16名であります.

(4)内部監査

当社は、関連迭令の遵守、財務諸表報告の信頼性の保証、業務の有効性及び効車性の確認等を目的とする内部轆制の一拠能として、当社及び
当杜グループにおける内部銃制システムの有効性を検証し、その機能維持ヘの貢献のため、監査部を霞置し、16名の蹴員を配置L内部監査を
実笠Lております.
当社の内部監査は、当社グループ各社の経営諸活動全般にわたる管理・運営の制度及び業務の遂行状況を合法性と合理性の観点から検証・評
価L、その結果の報告、改善・助言等の提案を行うことにより、当社グルーブの財産の保全及び経営の効率を図る二とを目的とLておりまオ。

3.現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

企業価値の最大化による株主価値の向上のため、迅速な経営の意思決定を図るとともに、チェッウ機詐の強化により、法令の遵守と透朋性の高
い経営を実現Lていくことが当杜のコーポレート,ガパナンスに関する甚本的な青え方であり、経営会簾による迅通な経営の意思決定と、独立性
及び専門性の高い社外取締役若しくは社外監査役を含む取締役会若Lくは監査役会並びに会計監査人及び内部監査部門との連携強化による
チェッウ機能の強化により、怯令の遵守及ぴ透明性の高い経営を実現するこ乞ができるとの判断に甚づき、親状の体制を課用しております。



^株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

1.株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況匡電]

集中日を回避し二主総会の霞定

その他

2,1Rに関する活動状況

ディスク凹ージャー"吠りシーの作成・公

2015年3月期の定時株主総金を叩15年6月25日に開催しまLた。

株主総会において、事集報告等をビジュアル化し、分かり易く説明しております。

^鰹、ト,関投'撫向【1昔定期的鋭
明会を開催

IR資のホームペー、y掲載

補説明

当社は、株主、投資家の皆様に対し、透明性、公平性、継続性を基本に迅連
な情報提供に努めます。金融商品取引法及び東京証券取引所の定める適
時開示規則に準拠Lた情報の開示に努めるほか、当社の判断によリ当社を
理解していただ(ために有効と思われる情報につきましても、タイムリーか

つ積極的な情報開示に努めます.
当社のホームペーフのURLは、 h如ゾノW艸.m.ruh.-nl0印ro.COJPで罰り、
当該ホームページにおいてディスクロ"ノヤーポリシ^公表しております。

5月とⅡ月の年2回、フナリスト向け決算説明会を開催する予定とLておりま
司、.

当社のホームペーノにおいて、決算惰報、アナリスト向け決算説明会資料、
決算情報以外の適時開示責料、有価証券報告書、四半期報告書、招集通
知及び択レポート等を掲散Lております.

当社の択担当部署は、広報IR郁であり、1R事務違絡責任者は広報IR都甚で
島ります.

IR信闘す都署で担当者の設

3.ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足明

食重雰答琴易金7ξ
る惰報提供に

代者自,
1、署説酌
の有無

株主には、「ディスウロ'ノヤーポリシー」に甚づき情報開景を実施しております。

畠り

補足説明



IP内

1.内部統制システムに関する基本的な考え方及ぴその整備状況

如)取続役の職務の教行が法令および定款に適合することを確保するための体制モの他当社の業務ならびに当社および子金社から成る企案集
団の業務の適正を確保するための体制(会社法第362条第4項第6号)
わ当牡をはじめグループ各社の役職員が拠って立つぺき基本原則および精神的支柱とLて、「グループ理念」「グループスローガン」「グループビ
ジョン」「グループ行動指針」およぴ「牡割11」を制定し、当社役員は、グループ内におけるこれらの遵守、浸量を図るため、軍先垂範している.
2)取締役会にて決定Lた役員職務分掌に基づき各取締役が集務を執行することとし、原則とLて、定例取締役金を毎月1回開催するとともに、葭
時取締投会を必要に応じて陸時開佳し、経営の意想決定および取締投の業覇執行の監督を行っている.
3)牡外取締役を招鴫L、取締投会の意思決定および取締役の業務執行について、公正かつ独立Lた立場からの意見を陸時求めている.
4)法令違反等を朱然に防止するとともに自浄櫟能を働かせ、社会から信頼される企業グループとして存続することを目的として、グループ全役靴
員を対象に、職制を経由することなく道接通報する二とが可能なグループ内部通報制度を導入し、当社内の通報窓口のほか外部の弁腫士亭務所
にも通報窓口を設橿L運営している。

5)内郁監査を担当ずる部署が取純役金にて承認された計画に基づき定期的に実詫する内部監査を通じて、経営全般にわたる管理・運宮の制度
および業務の遂行状況を合法性と合理性の観点から検証・艀価する二とにより、グループの財産の保全および経営の効率化を図るとともに、監査
結果を社票をはじめ取締役および監査役に報告している。
6)コンブライアンス、環境・品質等の課題に関ずる軽営の童思決定を補佐するものとして各種委員会を酘置Lている.
フ)個々の意思決定およぴ秦務執行に当たっては、法令および定款ヘの青合性等について関係部暑による確認を行っている.
8)重要な意思決定および業務執行に当たっては、必要に応じて外郁の専門家の意見を求めるこ巴としている。

(2)当社の取締役の職義の執行に係る情報の保存および管理に関ずる休制(会社法施行規則第100条第1項第1号)
"管理報告に閏する規程および内部惰報の管理に関する規程を制定し、適時適切な惰報収集に努め、取締役会等ヘの報告を行うとともに、重
要情報の封外公表については、取締役会の授権に基づき、広報を担当する郁薯長が行うている.
2)文喜の管理に闘する規程を制定し、取締役会誕事録等の取締役の職癌の執行に係る重要書類を作成の上、保存している.
3)個人情報の保護「二関する規程を制定L、適切な取り扱いに努めている.
4)Πについては、情報セキュリティーの管理に閣する規程を制定し、システムの憲切な運用に努めている.

(B)当杜および子会社の損失の危険の管理に闘ずる規程その他の体制(会社法施行規則第100条第1項第2昌、第100条第1項第5号口)
わ企案集団全休のりスク管理体制および危機対応体制を整備L継続的改善を図るとともに、危機時における迅速な対応と牡会ヘの影妻およぴ
企業集団の損失の極小北を図るため、企業集団全体のりスウ管理に関する規程およぴ危機時における対応に閏する規程を制定し、当牡にりスク
管理を統括する部署を設置L、モの担当役員をりスク管理銃括責妊者としている。
2)りスウ管理を統括する部署において、当牡の全部暴におけるりスクァセスメントの実施を指示し、その結果に甚づきりスク対築実施責任部署を
特定し、モの実座状況および結果を監視L、りスウ対策およびりスク管理の継続的な改善を園ることとしている。ヴJレーブ各社に対しても同様の展
開を回ることとしている.
3)りスウ管理を統括する部暑において、重大な自然災害や伝染病の蔓証に剣充する当杜の事業継続計画侶CP)を敢りまとめ、各部署「二おける
整備および実施状況を監視し、定期的な演智を行い、亭業継概計画旧CP)の継続的な改善を図る巳ととしている,グループ各社に対Lても同様
の鯉開を園ることとしている。
4)企集集団全体のりスウ管理に関する規程に基づき、当社各部署およぴグループ各社にりスウ管理責任者およぴりスク管理担当者を置き、亜要
なりスウ情報の伝達経路を複搬明示して、当牡経営層ヘの迅連・確実な伝達を回る二ととLている。具体的には、通常の職制を通じた伝達経路の
ほかに、環境・品質に関するりスク情報は当社の理境・品質保証を担当する部署およぴりスク管理を統括する部署に、モの他のりスク惰報は当杜
のりスウ対築実施責任郁暑およびりスク管理を緬括する都署に、りスウ管理責任者の決裁を得ることなくりスウ管理担当看から直接伝達L、伝達
を受けた部署において重要性を評価し、当社経営屠に伝達することとしている。
5)りスク管理を註括する郁暑は、重大品質事故、重大環境事故、重大な自然災害、伝染病の蔓延その他企業集団全体として危提対応が必要な
場合には、握境.品質保証を担当する部暑またはりスク対築実施責任部署の判断にかかわらず、りスウ管理統括貴任者を通じて当社社長に対策
本都の設置を上申し、当社社長の指示により対策本部を設慣する二ととLている.なお、危拠対応の一切の権限と責任は当社社長「二あり、当社社
喪は必要に応じてその桂限をりスク管理統括責任者に委複する二ととLている.
6)対策本郁の実働郁隊として少人數のタスクチームを設置する二ととし、タスクチームは当社社長またはりスウ管理翫栖責任者の指揮の下、惰
報の収集.分析、対応方針の策定、関係各部署または関係グループ各社に対する指示および実施状況の管理を行い、対策本部にその活勳を報
告することとしている.
フ)りスク管理を紋括する部署は、危榛対応に関Lて定期的な演習を企画・実施して、危機対応体制の継続齢な改善を図ることとLている.

(4)当社の取締役の職務の執行が効牢的に行われることを確保するための体卑Ⅱ会牡法施行規則第100条第1項第3号)

1)取締役会において経営戦略の立案およU業務執行の監督を行うとともに、執行役員制度を導入して経営と執行を分離する二とにより、業癌執
行の効率化を図つている。
2)取緋役金は、常務以上の役付駿抽役および役付執行役員で楕成される経営会臘に対し、糎営および業霧執行について権限の委譲を行ってい
る。経営会識は、原則とLて招1回開催され、取締役会から授権された事項について迅速な経営の意想決定を行い、呈要な事項については取締
役会に報告Lている。

(5)当社の使用人の職務の執行が法令および定軟に適合することを確保するための体制(会社法施行授則第100条第1項鮪4号)
1)当社はじめグループ各杜の役駿員が拠って立つぺき基本原則および精神的支柱として、「グループ理念」「グループスローガン」fグループピジ
ヨン」「グループ行動指針」および「杜訓」を制定L、使用人による遵守を期ずべく、周知・啓業に努めている。
2)法令遵守の重要性にっいて、経営トップが自ら折に触れて使用人に対するメツセージを発Lている.
3)使用人が職務の遂行に際L特に田意しておかなけれぱならない法令等を、当該職務を遂行する使用人が点検L、怯令等を正しく理解する二と
仁より注令等を遵守する体制を撰築Lている.
4)内郁監壹を担当する部署が計画的に内部監萱を実施している.
5)グループ内部通報制度を運営している。

(田当牡および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制〔会社法施行規則第100条箆1項聾5号(口を除く。))
1)当社はじめグループ各社の役職員が拠って立つぺき基本原則およぴ精神的支柱として、「グループ理念」「グルーブスローガン」「グループビジ
ヨン」rグループ行動指針」および「社訓」を制定し、グループ役職員による遵守を期すぺく、周知・啓蒙に努めている。
2)怯令遵守の重要性について、経営トップが自ら折に触れてグループ役職員に対ずるメッセージを発している。
3)主要グループ各社に取締役または監査役を派遣して、各社の臼常の経営をモニタリングするとともに、主要グループ各社の代表者が出席する
グループ経営会諾を定期的に開催Lて、企業集団としての目標共有とグループ各社の連携強化を園っている.
4)企業集団の事業を複数のニニットに分別し、その責任者で島るユニット長の立案する戦略およぴ計画に基づき、各ユニットの業務を推進してい
る。重要案件にっいては、ユニットのみならず企業集団の全体最適を実現すべく、経賞会礎またはモの下部槌関である投資委員会において審謙
している,

5)経営会謎に関する規程および管理報告に関ずる規程を制定し、企業集団内の重要な惰報にっき適時適切な収集・伝連に努めるとともに、軽営
会護以下の各機関において企業集団に闇する事項の審議、決定,承認等を行コている。
6)各槌関における審養に先立って、法令連守の掘点から関係郁署による確認を行うこととしている。
フ)内凱監査巻担当する部署が計画的にグループ各杜に対する内部監査を実施Lている。

8)経営企画妄担当する部署がグループ各社における内部銃制休制の豊情状況をモニタリングし、必要に応じて改善を支擢する二ととしている.
9)グループ内部通報制崖を運営Lている.
10)コンプライアンス、環墳.品質、1」スク管理等の経営課題に関して、グループ各社において責任者および担当者を選任L、連携強化を図ってい
る。

ンステムにする事項

〔フ)当牡の監査役がその職務を補助ずぺき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に閏する事項(会社法施行規則第1帥条第3項第
1号)
監査役から求められた場合は、必蔓に応じて専任の補助すパき使用人を置くこととする.

(8)補助すべき使用人の当社の取翁役からの独立性に関する事項(会社法施行規則竿100条第3項第2号)
専任の補助すぺき使用人を置く場台、監査役は、専任の補助すぺき使用人の人享異動にっいて事前に報告を受け、人事担当取締役と協艦する
ことができるこ七巴する。なお、当該使用人の人事考課は、監査役が行うこととする.

(白)当社の監査役の補助ずぺき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項【会牡法施行規則筆100条第3項第3号)
専任の補助すべき使用人を債く場合、当該捕助すぺき使用人は、他部署の使用人を兼翻せず、専ら監査投の指揮命令に従うものとする。

(10)当牡の監査役に報告をするための体卑K会社法施行規則第100条第3項第4号)
1)取締役会および監査役が出席する各種会叢・委員会において、亜要事項にっいて報告している。
2)経営会准に閉する規程および管理報告に関する規程に基づいて作腿された各睡提案饗および管理報告書を監査役に供覧し、報告している。
3)当社およぴグループ各社の取締役および使用人は、整査投の定期およぴ随時のヒアリングに応じ,案鶚の状況等について報告している。ま
た、監査役の職務の執行に資する惰報を適宜監査役に報告している.
4)内部監査を担当する部署は、監査役に対し、当社およびグループ各牡の内部監査を実篦するに廉して、モの監査力針を事前に捷認し、内部監
査の結果を報告することとLている.
5)主要グループ各社の監査役は、グループ監査役連縮会を通して、監査活動にっいて当社の監査投に報告することにより、監査に閏連する惰
報を共有することとしている。



01)監峯役に報告をLた者が当該報告をLた二とを理由として不利な取扱いを受けない二とを確保するための体制〔会社法施行規則第100条第3
項第5号)
当社は、当牡の監壹役に報告を行?た当社およびグループ各社の役駿員に対L、当該報告をしたことを理由とLて不利な取扱いを行わないもの
とずる.

a2)当社の監査投の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当骸職務の執行について生ずる費用または債務の処
理に係る方針に関する事項(会社法施行規則第100条第3項第6号)
当牡は、当社の監査役の臓癌の孰行について生ずる費用について、監査投が当社に前払または償還を請求Lたときは、当該請求に係る費用ま
たは債癖が当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた堤合を詠き、速やかに当該費用封工fま債務を処理するものとする。

(13)モの他当社の監査役の監査が実効的に行われる二とを確保するための体制【会社法誰行規則第100条第3項第7号)

監査役会が監査の実施にあたり必要と認めるときぱ、自らの判断で、弁腫士、公認会計士、コンサルタントその他の外都アドバイザーを利用でき
る二ととしている。

(14)反社金的勢力排除に向けた基本的な考え方および甍備状況
市民社会の秩停や安全に骨威を与える反社会的身力および団体に対しては、毅熱とLた態度で臨み、これらの活動を助長L,よいこととしている。

この基本的な考え方を「グルーブ行動指針」1こ明記し、当社はじめグルーブ各社の役職員に周知徹底ずるとともに、平素から関係行政樵関および
警察、弁腫士等の専門橿閏との連携を深め、情報収集に努めている.また、万がー、反社会的勢力から膏威を受けたり、被害を受けるおそれの
ある場合には、組繰全休として遠やかに対処できる休制を携築Lている。

2.反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体に対Lては、毅黙とした態度で匪み、二れらの活動を助長しない二ととLている.
この甚本的な青え方を「グループ行動指針」に明記し、当社はじめグループ各社の役職員に周知嶺底するととも1=、平素から閏係行政槌閏お
よび警察、弁腫士等の専門機関巴の連携を深め、情報収集に勢めている。また、万がー、反杜会的勢力から脅威を受けたり、被害を受けるおそ

れの畠る場合には、組織全体として速やかに対処できる休制を構築している。



1生堕
1,買収防衝策の導入の有無

買収防,衛策の導入の有無

該当項目に関する補足説明

現在は、当社の株主楕成等に鑑みて特別の手立ては講じておりませんが、業韻向上による企業価値の増大に引き続き努めるととも仁、賓収者が
出現Lた場合に市場が混乱L株主及ぴ投資家の利益が不当に損なわれる二とのないよラ必要な手立てを検討Lてまいります。

2.その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

<適時開示体制の概要>

0)経営者の杢勢・方針の周知・啓蒙等
当社及ぴグルーブ会社は、企業の社会的貴任を重襖し、企業倫理の澑養に努め、企業の遇明性を高めるとともに国内外の法令を遵守し、健全な
企案経営を推進していくことを基本方針としておりまず。また、「グルーブ行動指針」を制定L、その中で、すべての利害関係者が的確ナ'童思決定
を行えるよう、会社業救および索請に亜要な影響を与える情報を適時・適切に闇示する旨を定めております。

〔2)当社の適時開示に関する特性・りスクの認識・分析
当社グループは、中核となる漁業・養殖事煮、商事事集、海外享案、加工事業、物流事案を中心に国内外において多角的に享業を推進Lている

ため、グループ会社数が多く、事業規模の大きい当社グループにおいて、適正な情報開示が行われない場合、投資家ヘ与える影響や社会的評
価の低下も瓢念される二とから、広報侃部をはじめ経営企画部、貌務部等の関係却署が相互に惰報交換並びに開示情報のチエックを行ウており
ます.

なし

(3)関示担当組織の整備

当社における適時開示情報の開示は,広報IR部が担当し、広報IR部担当役員の管理の下、広報IR部長が行います.
当社及ぴ匡内主要グループ会社においては、「内郁情報管理およびインサイダー取引規制に関する規程」並びに「マルハニチログループ内部情
報管理およびインサイダ】取引規制に閏する規程」を整備し、役職員に違守を求めるとともに適切な運用に努めております.

(4)適時開示手続の整備

1)開示手続及び開示プロセスについて
当社グループにおける適時開示に係る体制、情報開示プロセス等の概蔓は以下のとおりで畠リます.(適時開示体制の概要に係る椣式図は別懇
のとおりであります。)
.当社及び生要グループ会社の適時開示対象となる可能性のある経営関連情報〔財癌闘連惰報を除く。)ほ、各杜規程に基づき,軽営企画部に
報告(財務関連情報につぃては.経理却に報告され、同都にて精査の後に経営企画邪ヘ報告)され、適時開示対象となる各種惰報については広
報IR部で管理されます。
.当社関係部暑やグループ会社より受領Lた各種情報にっいては、軽営企画部が広報旧郁(必要に広じ総務郁を含む.)との間で東京証寿取引
所の適時開示基隼に準じて詫艦L、適時開示の要否や開示文書の検討を行います,
・適時開示対魚となる経営関連情報及ぴ財覇関連情報は軽営会謙亭務局で畠る経営企画部を経由Lて経営会識及び取締役会に報告されます.
・取締役会承認後、広報眼部長は遅滞なく開示〔東証でのTDn巴t畳緑、詑者会見等)します。なお、緊急性が高い事項(法律に定めのある重要な
事項を除く。)については、杜内規程に基づき経営会臓又は取締役社長の判断により、広報IR郁墨を通じて開示します。

2)竪備した手繰の周知徹底
経営金誕、取締役金ヘの報告基準や内部惰報管理に関する規程を定め運用Lております.

(5)適時開示体制を対象とLたモニタ1Jンヴの整備
経営者の案務執行につぃては、経営から独立Lた立場である監査役が取綿投会、経営会腫等に出席L、また、必要に応じ各取続役よりヒアリン
グ等を実施することにより集務執行の適正性を監査Lており,この監査を通Lて、適時開示体制の整備・運用についてもモニタリングが行われて
おります.

当社各部暑にっいては、監査郁による内部監査が実施され、業務執行の適正性を監晝することを通して適時聞示体制の蔓備・運用にっいてもモ
ニタリングが行われております.
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